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 令和６年度 学校評価（中間）結果（概要） 

今年度の学校経営の重点目標は、「学びいっぱい・笑顔いっぱい・元気いっぱいの子どもの育成」です。昨年度
から続く、2 年次の取組として、さらに、子どもたちが、いろいろなことに精一杯（せいいっぱい）取り組んで
「学校が楽しい」、そして「幸せ」と言ってもらえるような学校を目指しているところです。 
さて、７月中旬に実施しました令和６年度学校評価（中間）につきまして、保護者の皆様には、たくさんの貴

重なご意見をいただきありがとうございました。皆様からいただきましたご意見を基に、2 学期以降の教育活動
の見直しにつなげてまいりたいと考えております。 
 なお、保護者と児童のアンケート結果について、4 段階評価で行い、「Ａ達成」と「Ｂおおむね達成」を合わせ
たものを「肯定的回答」としてまとめさせていただきました。 
 

１ 確かな学力の育成について 

保護者アンケート 児童アンケート 

質問内容 肯定的回答 質問内容 肯定的回答 

お子さんは、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいる。 76.2％ 

私は、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいる。 92.2％ 

学校では、分かりやすい授業をしている。 96.8％ 先生は、分かりやすい授業をしている 94.7％ 

お子さんは、進んで家庭学習に取り組んでいる。 63.9％ 私は、進んで家庭学習に取り組んでいる。 85.7％ 

家庭学習の量や内容は、お子さんの実態に合わせた
ものとなっている。 89.6％   

授業に関して、おおむね一人一人の学習への満足度を高めることができています。今後も、児童一人一人に応じた「わかる」「楽し
い」授業を実現するための授業改善を充実させ、確かな学力の定着と主体的に学ぶ意欲の向上につなげていきます。家庭学習について
は、保護者・児童での回答に差が見られることから、家庭学習の意義や内容について共通理解が図れるように、より学校と家庭が連携

していけるような工夫をしていきます。 
■■保護者の方からのコメント■■ 
・遠足が実施されないのは何故ですか⇒2 学期以降、4 年生以下で各教科と関連付けて実施していきます。5年生は宿泊学習、6年生

は修学旅行があるため実施していません。 
・子どもの自主性、考える力がつくように、どのような工夫がされているのか⇒例えば、教師の一方的な指導にならないように、子ど
も達が選択できるような自己決定の場面を意図的に設けるようにしています。 

 
２ 豊かな心の育成について 

保護者アンケート 児童アンケート 

質問内容 肯定的回答 質問内容 肯定的回答 

お子さんは、いじめは絶対に許さないという
強い気持ちをもっている。 

98.4％ いじめは絶対に許せない。 98.8％ 

お子さんは、元気よく進んで挨拶をしている。 80.1％ 元気よく、進んで挨拶をしている。 92.5％ 

お子さんは、きまり（校内）を守り、友だちと
協力して生活している。 

96.9％ 
校内のきまりを守り、友だちと協力して生活
している。 

95.3％ 

学校は、安心して学校生活を送ることができるようにいじめやトラブル
など様々な問題に対して丁寧に対応してくれる。 

91.1％ 安心して学校生活を送ることができている。 91.3％ 

お子さんは、公園や施設のきまり、交通ルール
を守って生活している。 

97.9％ 
公園や公共施設のきまり、交通ルールを守
って生活している。 

96.9％ 

 いじめは人の心を傷つける絶対に許せないものという認識をしっかりともてています。さらには、公園や施設の利用、交通ルールな

どのきまりを意識して生活を送っている児童も多くいます。今後も継続できるように日常的な指導を大切にしていきます。 

一方で悩みを抱えている児童への対応については、より一人一人の困り感に寄り添い適切に支援できるよう、指導方法等の改善を図

り、「学校が安全で安心できる場所」という気持ちを更に高めていきます。 

■■保護者の方からのコメント■■ 

・娘は、毎日お友達と会うことを楽しみに元気よく登校しています。今後も、先生やお友達と沢山の思い出を作ってほしいです。 

・支援学級在籍児童でも、交流学級担任の先生がきめ細かく指導支援してくださるので、いつも感謝しております。 



３ 健やかな体の育成について 

保護者アンケート 児童アンケート 

質問内容 肯定的回答 質問内容 肯定的回答 

お子さんは、体育の学習や運動をすることを楽しんでいる。 86.7％ 体育の学習や運動をすることが楽しい。 90.7％ 

お子さんは、毎日１０分以上の運動をしている。 85.2％ 毎日、１０分以上の運動をしている。 92.9％ 

学校は清潔で、清掃活動も行き届いている。 97.9％ 学校は、清潔で過ごしやすい。 93.8％ 

お子さんは、手洗いや身の回りの清潔に気をつけている。 84.5％ 手洗いや身の回りを清潔にして，感染症の予防をしている。 94.1％ 

お子さんは、交通安全のきまりや通学路を理解して登下校している。 96.9％ 交通安全のきまりや通学路を理解して登下校している。 96.6％ 

お子さんは、日常の食事に興味・関心をもち、楽しく食事している。 90.3％ 日常の食事に興味・関心をもち、楽しく食事することができている。 93.8％ 

お子さんは、早寝・早起きを心がけ、健康な生活をしている。 83.6％ 生活リズムを整え健康なからだを目指している。 89.8％ 

お子さんは、どんな場面でもあきらめずに取り組んでいる。 71.6％ どんな場面でもあきらめずに取り組むことができる。 92.2％ 

 「運動することが楽しい」と回答している児童が９割以上と日常的に体育の授業改善及び体力作りの取組を進めている結果が表れています。
今後も、継続的に運動に親しむことができる取組を工夫していきます。 
 食や基本的生活習慣に関する項目では、学校と家庭との連携のもと、より良い改善を図っていくことができればと思います。 
■■保護者の方からのコメント■■ 
・運動会のイス席は後方の方でと書かれていたが、いざ行ってみるとイスに座っている人が前の方にいてその後ろにレジャーシートを
敷いて座ったがやっぱり全然見えなかった。イス席はどこからなのか何かわかりやすい様な工夫をしたらもっとみんなが見やすく座
れるのではと感じた。⇒貴重なご意見ありがとうございます。PTA 総務部とも連携を図りながら、事前の連絡や当日のアナウンス
など、皆様が心地よく応援できるようにしていきます。 

 

４ 夢・自己有用感の育成について 

保護者アンケート 児童アンケート 

質問内容 肯定的回答 質問内容 肯定的回答 

お子さんは、楽しく学校に通っている。 92.4％ 
学校が楽しい。 90.4％ 

学校では、幸せな気持ちですごせている。 86.3％ 

お子さんは、将来の夢や目標をもっている。 72.5％ 将来の夢や目標をもっている。 91.0％ 

お子さんは、係活動や委員会活動、学校行事な
どで自信をもって活動している。 

88.9％ 
係活動や委員会活動（児童会）を通して、み
んなの役に立っている。 

89.8％ 

学校は、お子さんのよいところを認め、学習活動を行っている。 94.8％ 先生は、あなたのよいところを認めてくれる。 92.2％ 

 本年度の重点項目である『楽しく学校に通っている』『学校が楽しい』において肯定的回答をした保護者・児童の割合が昨年度同時
期と比較すると増加傾向になっています。今後も、一人一人の児童を認め、励ます指導を心掛けて自己有用感の育成に努めていきます。
なお、学校では「キャリアパスポート」を活用し、自らの成長の実感と新たな目標をもてるような取組も行っています。 
■■保護者の方からのコメント■■ 
・いつもお世話になっております。子どもたちが楽しく元気に通うことができるのも、職員の皆さまのおかげです。 
・先生には、給食、運動会や、プール授業の相談をさせてもらうと、娘を励まし導いて下さり、大変感謝しています。 

 

５ 連携（小中連携・一貫教育／地域）について 

保護者アンケート 児童アンケート 

質問内容 肯定的回答 質問内容 肯定的回答 

学校は、地域の人や自然、場所を活かした学習を行っている。 93.8％ 地域の人や自然、場所を活かした学習を行っている。 91.6％ 

学校は、中学校との交流活動を行っている。 78.1％ 中学校と一緒に活動している。 57.8％ 

子どもたちは、中学生との触れ合いを通して、自ら
の成長への期待をもっている。 

72.5％ 中学生の姿にあこがれを感じている。 84.8％ 

 今後も，児童が東旭川地区に愛着をもち、より地元に誇りをもつことができるよう、教育活動の工夫に努めてまいります。また、中
学生との交流活動については、2 学期以降に各委員会を通じて計画的に行われていきます。 
■■保護者の方からのコメント■■ 
・参観後の懇談で日常の授業風景の動画を見せていただける機会があり、子どもたちの成長の様子がわかってとても嬉しかったです。 

 
６ ICTの活用について 

保護者アンケート 児童アンケート 

質問内容 肯定的回答 質問内容 肯定的回答 

学校は、iPad を活用した分かりやすい授業に取り組んでいる。 90.8％ 先生は、iPad を活用して分かりやすい授業をしている。 96.0％ 

お子さんは、テレビやゲーム、ネットのルールを守って使用している。 66.7％ テレビやゲーム、ネットのルールを守って使用している。 90.1％ 

学校では、学習ツールの一つとして ICT を積極的に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めています。ま
た、ICT機器を使う上での健康上の配慮やルール・マナーの指導も行っています。今後も家庭と協力しながら、ICT機器をより良く活

用する児童の育成に努めてまいります。 
■■保護者の方からのコメント■■ 
・iPadを持ち帰り宿題に取り組んでいる様子がとても良かったので、徐々に持ち帰る日が増えて欲しいと思います。 
・重たい iPad を持ち帰る意味があるのか⇒これからの社会を生き抜くために必要な情報活用能力の育成や、個のニーズに合わせた教

育の実現に向け、1 人 1 台端末を日常的に活用した学習の充実を図っています。タブレット端末を活用した学習へのご理解とご協力
をお願いいたします。 


